
　（別紙４（２）） 事業所名： グループホームたのしい家吉祥院

目標達成計画 作成日：　４月１５日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束をしないケアの実践。 センサーマットの使用を少しでも無くす。 入居者様が居室に入られ時、こまめに巡視を
行い見守りを強化する。

5ヶ月

2 36

一人ひとりの尊重とプライバシーの確保。
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ね無い。

目上の人に対する言葉使いに気をつけ、ご
本人が歩んでこられた事を傾聴する。、

コミュニケーションを楽しんで頂き、嫌な事はな
るべく排除しながら、穏やかに生活して頂く。

6ヶ月

3 43

排泄の自立支援 オムツやパット使用を減らし、誘導にてトイレ
で排泄をして頂く。

時間を決めトイレに誘導する。何回かの試みを
する

5ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


